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公安委員会説明資料

令和７年４月 3 0 日

地域部通信指令課

令和７年度新潟県警察通信指令・無線通話技能競技会の開催について

重大事案等の発生に際し、組織的かつ迅速的確な初動警察活動の

実施に資するため、その要となる通信指令を担う警察官の通信指令
目 的

技能の向上と、現場警察官の無線通話技能等の底上げを図ることを

目的とする。

○ 予選 ５月15日（木）及び５月16日（金）
開 催 日

○ 本選 ５月21日（水）
会 場

○ 会場 県警察学校３階講堂及び301教場

競技会会長 本部長

競技会副会長 地域部長競技会役員

競技会責任者 通信指令課長

○ 各署は、署通信室員役と現場警察官役の二人一組で１チームを

編成し、想定事案に基づき、競技時間15分の間に通信指令及び無

線通話等を行い、その技能を競うものとする。

○ 県下29署を２グループに分けて予選を行い、各グループにおけ

る上位３署・計６署で本選を行う。

・ ５月15日（木）予選グループＡ

新潟署、新潟中央署、西蒲署、阿賀野署、燕署、加茂署、長

岡署、与板署、小千谷署、小出署、十日町署、南魚沼署、上越
開 催 要 領

署、妙高署、糸魚川署 計15署

・ ５月16日（金）予選グループＢ

、 、 、 、 、 、新潟東署 新潟西署 江南署 新潟北署 秋葉署 新潟南署

、 、 、 、 、 、 、村上署 新発田署 津川署 五泉署 三条署 見附署 柏崎署

佐渡署 計14署

○ 出場資格

・ 署通信室員役～年齢45歳未満の警部補又は巡査部長

・ 現場警察官役～初任科卒業後５年未満の巡査部長以下

団体は第１位から第３位までを表彰し、個人は署通信室員部門と
表 彰

現場警察官部門のそれぞれ第１位から第３位までを表彰する。
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※ ( )内は前年同期比、数値は暫定値

　 　○　全刑法犯の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　重要犯罪の認知件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　窃盗総数の認知件数は 件（ 件、 ％）

　　 ○　検挙件数は 件（ 件、 ％）
　　 ○　検挙人員は 人（ 人、 ％）
　　 ○　検挙率は ％（ ポイント）

全刑法犯

重要犯罪

殺人

強盗

放火

不同意性交等

略取誘拐・人身売買

不同意わいせつ

窃盗総数

重要窃盗

侵入盗 ※

自動車盗

ひったくり

すり

上記以外の刑法犯

　 ※侵入盗とは、空き巣、忍込み、事務所荒しなどをいう

-32 

　(2)　検挙状況
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±0 

-1 

-5 

-1 

-1 

-171 

-115 

-105 

-9 

-1 

±0 

1,052

133

132

1

0

3

2

8

2

13

検挙率 検挙人員

1,728

32

4

+17.0 

+10.5 

+150.0 

780

33

4

令和７年 前年 令和７年 前年
同期比 ３月末 同期比 ３月末 同期比 ３月末 同期比３月末

令和７年 前年 令和７年 前年

-14.0

82.9
780

1,433

+17.0

　１　刑法犯の概況

+172
+52

認知件数 検挙件数
　２　罪種別状況

公 安 委 員 会 説 明 資 料
令 和 ７ 年 ４ 月 30 日
刑 事 部 刑 事 総 務 課

生活安全部生活安全企画課

令和７年３月末の犯罪情勢について

1,052
32

1,728

-171
-4

　(1)　認知状況
-9.7

-11.1

+7.1
+13.6

-185

刑 事 部 組 織 犯 罪 対 策 課

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計

R5 481 540 739 690 739 805 756 802 821 868 740 691 8,672

R6 534 691 688 813 883 902 932 944 797 815 783 635 9,417

R7 520 539 669 1,728

0

500

1,000
認知件数の推移（月別）
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     (2) ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知状況

　    ○　特殊詐欺の検挙人員は、７人（＋３人、＋75.0％）
　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙件数は、３件（＋３件）

　　　○　交付形態は、振込22件【75.9%】、暗号資産６件【20.7%】、電子マネー１件【3.4%】

　　 (3) 検挙件数・人員等
　    ○　特殊詐欺の検挙件数は、16件（＋６件、＋60.0％）

　    ○　ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙人員は、２人（＋２人）

   ３　特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の概況
     (1) 特殊詐欺の認知状況
　    ○　認知件数は、68件(＋43件、＋172.0%)
　    ○　被害総額は、２億539万円(＋１億6,836万円、＋454.7%)

　　　　　ポップアップ表示８件【11.8%】、その他３件【4.4%】
　    ○　当初の接触ツールは、電話29件【42.6%】、メール・メッセージ28件【41.2%】

　    ○　交付形態は、振込50件【73.5%】、現金手交４件【5.9%】、現金送付２件【2.9%】
　    　　電子マネー10件【14.7%】、キャッシュカード手交１件【1.5%】、その他１件【1.5%】

　    ○　認知件数は、29件(—９件、—23.7%)
　    ○　被害総額は、２億8,366万円(—１億8,046万円、—38.9%)
　    ○　当初の接触手段は、ダイレクトメッセージ23件【79.3%】、バナー等広告６件【20.7％】

（被害額の単位：万円）

増減

件数 被害額 件数 被害額 件数 被害額
区　　分

令和７年 (３月末) 令和６年 (３月末)

＋16,836 

 オレオレ詐欺 22 16,495 7 1,115 ＋15 ＋15,380 

  特 殊 詐 欺 68 20,539 25 3,703 ＋43 

＋368 

 架空料金請求詐欺 38 2,151 10 1,084 ＋28 ＋1,067 

 預貯金詐欺 1 368 0 0 ＋1 

 金融商品・ギャンブル

交際あっせん・その他 3 1,097 0 0 ＋3 ＋1,097 

－336 

 融資保証金詐欺 0 0 0 0 ±0 ±0 

 還付金詐欺 4 428 7 764 －3 

－740 

29 28,366 38 46,412 －9 －18,046 

 キャッシュカード詐欺盗 0 0 1 740 －1 

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺

－6,058 

 ＳＮＳ型ロマンス詐欺 17 9,771 14 21,759 ＋3 －11,988 

 ＳＮＳ型投資詐欺 12 18,595 24 24,653 －12 

件  数 人  員

令和７年 令和６年 令和７年 令和６年

(３月末) (３月末) (３月末) (３月末)

 特　殊　詐　欺　本　犯

－1

25 16 ＋9 21 15 ＋6

0 0 ±0 0 0 ±0

＋1

＋2

1 0 ＋1

±0

0 0 ±0 0 0 ±0

22 14 ＋8 21 14 ＋7

 ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺 3 0 ＋3 2 0

3 1 ＋2 0 0

0 1 －1 0 1

1 0 ＋1 1 0

2 0 ＋2

 キャッシュカード詐欺盗

 金融商品・ギャンブル・交際あっせん・その他

12 2 ＋10 7 2 ＋5

区　　分
増減

0

12

0

0

1

0 0 0

 オレオレ詐欺

 預貯金詐欺

 架空料金請求詐欺

 還付金詐欺

 融資保証金詐欺

増減

16 10 ＋6 7 4 ＋3

0

0

1

0

　組織的犯罪処罰法

ＳＮＳ型投資詐欺

ＳＮＳ型ロマンス詐欺

±0

 助　長　犯　罪

　口座詐欺

　犯罪収益移転防止法

　携帯電話不正利用防止法等、その他

－1

－1

±0

±0

1

0

0

0

＋2

－2

－5

＋1

±0

0

3

5



 ４　特殊詐欺等に係る被害防止の取組（令和７年３月末）

  (1) 声掛け阻止状況

　ア　特殊詐欺

44 件

（ -2 件、 -4.3% )

   ○ 特殊詐欺の　　　

4,249 万円

（ +2,557 万円、 +151.1% )

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

   ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止件数は 6 件

（ -3 件、 -33.3% )

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の

　　　声掛け阻止金額は 834 万円

（ -1,579 万円、 -65.4% )

  (2) 予兆事案に係る相談の受理状況

　ア　特殊詐欺

　 ○ 特殊詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

件　（ +461 件、 +64.8% ）

　イ　SNS型投資・ロマンス詐欺

　 ○ SNS型投資・ロマンス詐欺の予兆事案に係る相談の受理件数は

26 件　　（ -6 件、 )

50 件　　（ +40 件、 )

76 件　　（ +34 件、 )合計 +81.0%

SNS型投資詐欺 -18.8%

SNS型ロマンス詐欺

 　○ 特殊詐欺の

　　　声掛け阻止件数は

1,172

+400.0%

　　  声掛け阻止金額は

※ 欺罔手段に用いられたツールのその他はポップアップ・ＦＡＸ送信・パソコン修理名目のサポート

※ その他の手口は預貯金・融資保証金・金融商品・ギャンブル・詐欺盗など

※ その他は、第三者の声掛けにより 阻止されたもの

※ その他は、第三者の声掛けにより阻止されたもの

※ その他は、X・TicTok・メール等

【被害防止対策】

・新聞広告による国際電話利用休止手続の周知 【本部】

・金融機関職員に対する被害防止のための研修会の開催 【西蒲】

・ＦＭラジオ出演による被害防止広報の実施 【南魚沼】

・未然防止功労者等に対する署長感謝状の贈呈 【９署】

前年同期比 前年同期比

　総数 44 -2 4,249 +2,557

金融機関 15 +6 3,856 +2,476

コンビニ等 24 -5 229 +10

その他 5 -3 164 +71

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

前年同期比 前年同期比

　総数 6 -3 834 -1,579

金融機関 5 -3 824 -1,579

コンビニ等 1 ±0 10 ±0

その他 0 ±0 0 ±0

声掛け阻止件数 声掛け阻止金額(万円)

電話 （前年同期比） メール （前年同期比） ハガキ・封書 （前年同期比） その他 （前年同期比）

1,001 ( +559 ) 82 ( -76 ) 4 ( ±0 ) 85 ( -22 ) 1,172 ( +461 )

架空料金 127 ( -97 ) 66 ( -83 ) 4 ( ±0 ) 78 ( -28 ) 275 ( -208 )

オレオレ 838 ( +726 ) 8 ( +3 ) 0 ( ±0 ) 6 ( +6 ) 852 ( +735 )

還付金 34 ( -69 ) 0 ( -1 ) 0 ( ±0 ) 0 ( ±0 ) 34 ( -70 )

その他の手口 2 ( -1 ) 8 ( +5 ) 0 ( ±0 ) 1 ( ±0 ) 11 ( +4 )

（前年同期比）合計

　総数

欺罔手段に用いられたツール

フェイスブック （前年同期比） LINE （前年同期比） インスタグラム （前年同期比） マッチングアプリ （前年同期比） その他 （前年同期比）

総数 15 ( +9 ) 4 ( -1 ) 21 ( +11 ) 6 ( +1 ) 30 ( +14 ) 76 ( +34 )

投資 0 ( -3 ) 2 ( -3 ) 7 ( -1 ) 1 ( -1 ) 16 ( +2 ) 26 ( -6 )

ロマンス 15 ( +12 ) 2 ( +2 ) 14 ( +12 ) 5 ( +2 ) 14 ( +12 ) 50 ( +40 )

合計 （前年同期比）
当初接触ツール



 
公 安 委 員 会 説 明 資 料 
令 和 ７ 年 ４ 月 3 0 日 
刑  事 部 捜 査 第 一  課 

 
萬代橋等に対する文化財保護法違反、器物損壊事件の検挙について  

（捜査第一課・新潟中央署）  

被  疑  者  

甲男 住居 神奈川県相模原市中央区 

   職業 無職 Ａ 19 歳 

 

乙男 住居 神奈川県相模原市中央区 

   職業 専門学校生 Ｂ 19 歳  

検挙月日・罪名  令和７年４月 24 日  

文化財保護法違反、器物損壊罪で通常逮捕  

被  害  者  国(国土交通大臣) 

犯罪事実の概要  

 

 被疑者らは共謀の上、令和７年３月 20 日から３月 24 日までの間

に、新潟市中央区万代３丁目所在の萬代橋橋詰広場の東詰下流側の

壁など及び、国の重要文化財である萬代橋のうち下流側の欄干に塗

料を使用し落書きをして損壊した。  
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匿名・流動型犯罪グループ総合対策推進会議の開催について 

 

 

 

 

 

開 催 目 的 

 

 

 

 匿名・流動型犯罪グループが敢行する特殊詐欺をはじめとする各種

犯罪が治安対策上の新たな脅威となっており、同グループへの対策が

喫緊の課題となっている。 

そこで、みだし会議を開催して、関係部門間の連携を図ることで、

部門横断的な情報共有、実態解明などの総合対策を更に強力に推進

し、同グループの壊滅、弱体化を図ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 内 容 

 

 

 

 

 

 

１ 開催日時 

  令和７年５月８日（木） 午前 10 時から午前 11 時 30 分まで 

 

２ 開催場所 

  警察本部４階 大会議室 

 

３ 出席者 

  本部長 

  刑事部長（推進本部長） 

  組織犯罪対策本部長（司令塔） 

  組織犯罪対策課長 

  「匿名・流動型犯罪グループ総合対策推進本部」メンバー 

 

４ 次第 

  本部長訓示 

  刑事部長指示 

  組織犯罪対策本部長指示 

  組対企画指導・匿流実態解明補佐連絡 

  特殊詐欺特別捜査室長連絡 

  匿流実態解明係教養 

  特殊詐欺特別捜査室教養 

組織犯罪対策課長総括指示 

 

 

そ の 他  

 

  

 報道発表を行い、会議の冒頭にマスコミ取材を入れる予定。 

 

 

 

 

公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ４ 月 3 0 日 

刑事部組織犯罪対策課 
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１ 期間中の許可状況（1月～３月）

甲号(集会･デモ) 34

乙号(街頭宣伝) 65

乙号(行列行進) 0

総　　数 99

２

　

３ 不許可処分状況

  なし

４ 違反状況・措置

　なし

 31 件

216 件

247 件

令和７年

 34 件

件

令和６年

件

 65 件

 99 件

令和７年１月から３月までの公安条例許可状況について

件

甲　　号

乙　　号

前年比（１月～３月累計）

総　　数

件

令和７年

公 安 委 員 会 説明 資料
令 和 ７ 年 ４ 月 30 日
警 備 部 警 備 第 二 課
地  域  部  地  域  課

件数

令和６年

件

件

件

件

247

130

86

31

甲号

(集会･デモ) 
３４件

乙号

(街頭宣伝) 
６５件

年
項目
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